
 

NEWS 
RELEASE 

 

 

 

 

2 0 2 5 年 8 月 2 0 日 

西日本旅客鉄道株式会社 

 

 

生成 AI 技術を活用した画像解析ソリューションの開発 

～VLM×mitococa による新たな社会課題解決への挑戦～ 
 

 JR 西日本グループは、「長期ビジョン 2032・中期経営計画 2025」において、「イノベーションに

よる長期ビジョンの実現」を掲げ、新たな価値創造に取り組んでいます。その１つの柱が、当社グル

ープが持つ技術やノウハウを活用し、鉄道という枠を超えて世の中の課題解決を果たす「アウトバ

ウンド型のオープンイノベーション」です。 

この取り組みの一環として、これまで画像解析 AI をはじめとするデータソリューションを内製で

開発し、鉄道分野だけでなく製造業や大規模施設など幅広い分野での活用を進めてきました。 

現在、次なる技術展開として、生成 AI を活用した新たな画像解析ソリューションの開発に着手し

ており、その内容をご紹介いたします。 

 

１．開発の背景 ～画像解析 AI「mitococa」～ 

JR 西日本は「アウトバウンド型オープンイノベーション」の取り組みのなかで、鉄道現場で培っ

てきたノウハウや技術を活用し、画像解析 AI「mitococa（ミトコカ）」シリーズ※を内製開発してき

ました。 

同シリーズは、駅構内や作業現場のカメラ映像から不安全行動や異常を検知し、安全性・生産性の

向上に貢献してきました。現在では、鉄道現場にとどまらず、製造業や大規模施設など幅広い分野へ

の展開も進めています。 

 ※ 製品情報：https://media.jrw-ip.jp/solution-product/solutions/5843/ 

  

一方で、展開を進める中で、「mitococa」が人物や物体の検出に強みを持ちな

がらも、未学習の対象を検出できず、シーンや状況を踏まえた判断が難しいと

いう課題が徐々に見えてきました。 

 

２．生成 AI「VLM」に着目 

この課題に対応すべく、当社は生成 AI の一種である「VLM」に着目し、新たな画像解析ソリュー

ションの開発に取り組んでいます。 

(1) VLM（Vision-Language Model）とは 

 “視覚情報”と“言語情報”を統合的に処理できる生成 AI モデルであり、世界中の画像と説明文を大

量に学習することで、視覚と言語の両方にまたがる“意味”や“文脈”を理解することが可能です。  

https://media.jrw-ip.jp/solution-product/solutions/5843/


 

(2) 従来の画像解析 AI との違い 

観点 従来の画像解析 AI VLM 

学習方法 あらかじめ定義したラベル※ごとに個別学習 画像と言語を組み合わせて大規模に学習済 

入力 画像のみ 画像＋問い（プロンプト） 

出力 枠やラベルなど定型的 true/false や文章など柔軟 

主な特長 
学習済ラベルの検出は高速・高精度 未学習の対象にも対応、 

状況や背景を含めたシーンを理解 

留意点 新しいラベルは再学習が必要 処理負荷が高く、応答に時間がかかる場合あり 

※AI が画像から対象を識別・学習するための分類名（例：「人」「ヘルメット」など） 

 

３．VLM を活用した画像解析ソリューション（特長） 

日々、鉄道会社として現場の課題と向き合っている当社だからこそ、実務に即した視点を重視し

て開発を進めています。現場での使いやすさと解析精度の高さを両立するため、次のような特長を

備えています。 

(1) 必要な場面のみを選別 

映像の静止画をすべて VLM で推論すると、処理対象が膨大になり、誤検出や負荷が増大します。

そこで、VLM 推論に必要な場面のみをあらかじめ抽出することで、低負荷かつ高度な解析を両立し

ています。 
 

「mitococa」との連携で広がる活用領域 

ケースに応じて、この前処理段階で「mitococa」を活用することで、人や物体を高精度に検出し、

VLM 推論の対象を的確に絞り込みます。これにより「mitococa」と VLM の強みを掛け合わせ、対

応可能な課題領域を広げることが期待できます。 
 

(2) “誰でも”使いやすい UI 

 現場業務に組み込みやすいよう、シンプルで直感的な操作画面にこだわっています。 

 ・プロンプトは簡単に入力可能 

・解析結果は画像やグラフで視覚的に表示 

・ログ記録やアラート表示、外部機器とも連携可能 

  

▼True①

プロンプト異常検知 時刻：2025年2月7日9時30分

リアルタイム映像

黄色のヘルメットを被っている 場合は

取得カメラ設定

192.168.0.100

▼False①黄色のヘルメットを被っていない 場合は

▼True②安全帯を着用している 場合は

▼False②安全帯を着用していない 場合は

▲

▲

確定
通知設定

判定タイミング ▼10秒毎 通知先 192.168.0.111

通知対象

通知文言①（見出し） 不安全検知

通知文言②（詳細） 安全帯未着用

通知文言②（詳細） ヘルメット未着用▼False①

通知対象 ▼False②

不安全行動検知！！ヘルメット未着用！！！

▲

▲

確定

判定理由：頭に黄色いヘルメットを着用している様子が見られません

検知履歴

時 刻：2025年2月6日8時40分
検知内容：ヘルメット未着用

時 刻：2025年2月4日10時35分
検知内容：安全帯未着用

時 刻：xxxx年x月x日xx時xx分
検知内容：xxxxxxx

時 刻：xxxx年x月x日xx時xx分
検知内容：xxxxxxxx

UI イメージ 



４．想定ユースケース 

本ソリューションは、鉄道分野にとどまらず幅広い現場で活用可能です。以下では、安全性向上や業務

効率化、販促施策の高度化につながる具体的な想定ユースケースをご紹介します。 

 

(1) 建設工事等、沿線作業箇所の自動検出 

⚫ 課題 

当社の沿線で建設工事などを行う場合は、事前連絡をいただき、社員が列車に添乗して現地を確

認し、列車運行に支障がないかの確認をしています。 

しかし、連絡がない作業は発見が難しく、見落としや対応遅れにつながる

おそれがあります。加えて、現地確認には時間と労力がかかっています。 

⚫ アプローチ 

列車の前頭映像を VLM で解析し、事前に AI に学習させる必要なく、クレ

ーンや足場など作業の兆候を自動抽出。 

これにより、重点確認箇所を効率よく把握でき、現地確認の負担軽減と事

前連絡のない作業の見落とし防止で、さらなる安全性向上が期待できます。 

 

(2) 来店者属性の推定と可視化    

⚫ 課題 

店舗や施設では、来訪者の年代や性別といった属性情報が十分に把握できず、商品配置や販促、接

客方針が経験や勘に依存するケースも少なくありません。こうした状況では、施策が顧客層に合わ

ず、販売機会の損失や顧客満足度低下につながるおそれがあります。 

⚫ アプローチ 

「mitococa」で人物を検出し、VLM が属性を推定。結果は

UI 上で集計表示され、容易に確認可能です。 

これにより、来訪者層の実態を踏まえた施策立案と、その効

果検証を効率的に行えるようになります。 

 

 

今後は、社内外で実証を重ね、実用性と信頼性をさらに高めたソ

リューションへと磨き上げていきます。 

当社グループは引き続き、鉄道現場で培った知見やノウハウ、技

術を活用し、安全性や生産性の向上など社会課題の解決に挑み、社

会に貢献するソリューションの実装を進めてまいります。 

 

 

 
 

 

 

 

解析デモ 

解析デモ 

mitococa 連携 

今回ご案内の取り組みは、SDGs の 17 のゴールのうち、特に 9 番、17 番に貢献するものと考えています。 

■その他の想定ユースケース 

・保護具着用状況の自動検知 

・列車標識の異常検知 

・製造ラインの不良品判定 

・労災発生状況の自動検知 

・工作機械の稼働状況（待機/作動）モニタリング 


